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(57)【要約】
【課題】設定したパラメーターの結果を容易に認識させ
つつ、超音波画像の視認性の低下を抑制することのでき
る超音波画像診断装置を提供する。
【解決手段】画像生成部２０４は、被検体に送信した超
音波の反射波に基づいて超音波画像データを生成する。
表示部２０７は、画像生成部２０５によって生成された
超音波画像データに基づく超音波画像を表示する。制御
部２０８は、操作入力部２０１による操作に応じて画像
生成部２０４による超音波画像データの生成に関する所
定のパラメーターを設定する。制御部２０８は、設定さ
れたパラメーター画像を超音波画像に重畳して表示部２
０７に表示させるとともに、パラメーターが設定されて
から所定時間が経過したときに表示部２０７に表示され
たパラメーター画像を消去する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作者による入力操作を行うための操作入力部と、
　被検体に送信した超音波の反射波に基づいて超音波画像データを生成する画像処理部と
、
　前記画像処理部によって生成された前記超音波画像データに基づく超音波画像を表示す
る表示部と、
　前記操作入力部による操作に応じて前記画像処理部による前記超音波画像データの生成
に関する所定のパラメーターを設定し、該設定された前記パラメーターを示す情報の画像
を前記超音波画像に重畳して前記表示部に表示させるとともに、前記パラメーターが設定
されてから所定時間が経過したときに前記表示部に表示された前記パラメーターを示す情
報の画像を消去する制御部と、
　を備えたことを特徴とする超音波画像診断装置。
【請求項２】
　前記制御部によって設定された前記パラメーターを記憶するパラメーター記憶部と、
　前記画像処理部によって生成された前記超音波画像データを記憶する画像データ記憶部
と、
　を備え、
　前記制御部は、前記画像処理部による超音波画像データの生成に関連して、前記パラメ
ーター記憶部に記憶された前記パラメーターを読み出し、該読み出した前記パラメーター
を示す情報の画像を表示するためのパラメーター画像データを、前記超音波画像データに
合成し、該合成した超音波画像データを前記画像データ記憶部に記憶することを特徴とす
る請求項１に記載の超音波画像診断装置。
【請求項３】
　前記画像処理部によって生成された前記超音波画像データに基づいて用紙に超音波画像
を形成する画像形成装置と接続され、
　前記制御部によって設定された前記パラメーターを記憶するパラメーター記憶部を備え
、
　前記制御部は、前記画像処理部による超音波画像データの生成に関連して、前記パラメ
ーター記憶部に記憶された前記パラメーターを読み出し、該読み出した前記パラメーター
を示す情報の画像を表示するためのパラメーター画像データを、前記超音波画像データに
合成し、該合成した超音波画像データを前記画像形成装置に出力することを特徴とする請
求項１に記載の超音波画像診断装置。
【請求項４】
　前記制御部によって設定可能な前記パラメーターは複数種類あり、
　前記制御部は、前記表示部に表示させる複数種類の前記パラメーターを示す情報の画像
のうち、前記パラメーターが設定されてから所定時間が経過したときに消去するものを選
択可能としたことを特徴とする請求項１～３の何れか一項に記載の超音波診断画像装置。
【請求項５】
　前記制御部は、所定時間が経過したときに消去するパラメーターとして複数種類のパラ
メーターが選択されたときは、当該選択された複数種類の前記パラメーターのうち、設定
が変更されたパラメーターを示す情報の画像のみを前記表示部に表示させることを特徴と
する請求項４に記載の超音波画像診断装置。
【請求項６】
　前記制御部によって設定可能な前記パラメーターは複数種類あり、
　前記制御部は、複数種類の前記パラメーターのうち、設定が変更されたパラメーターを
示す情報の画像のみを前記表示部に表示させることを特徴とする請求項１～３の何れか一
項に記載の超音波画像診断装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記パラメーターを示す情報の画像を前記表示部に表示してから当該パ
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ラメーターを示す情報の画像を消去するまでの時間を変更可能としたことを特徴とする請
求項１～６の何れか一項に記載の超音波画像診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波画像診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、超音波画像診断装置は、医用画像診断装置として、心臓、四肢、乳房等、様々な
生体組織の検査において利用されている。
【０００３】
　このような超音波画像による診断においては、患者（被検体）の体表からの深度や、患
者における生体組織の状態、あるいは、診断部位等によって、超音波の伝搬態様が異なる
ため、取得される超音波画像の画質は一様ではないことが多い。また、取得される超音波
画像の画質については、超音波画像によって診断を行う医師等の操作者の好みもある。そ
のため、取得される超音波画像については、適宜調整できることが好ましい。
【０００４】
　そこで、従来の超音波画像診断装置において、操作者が操作パネル等を入力することに
よってゲインやＳＴＣ（Sensitivity Time Control）等、超音波画像を得るための様々な
パラメーターの設定が可能であるとともに、設定されたパラメーターを表示画面上に表示
するものがある（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－７８０８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、従来の超音波画像診断装置には、高性能の超音波画像表示機能を有し、大画
面による超音波画像の表示を行う、いわゆるハイエンド機もあれば、携帯性やコスト等を
考慮して装置をできるだけコンパクトにし、小画面による超音波画像の表示を行うように
したものもある。
【０００７】
　このような小画面により超音波画像の表示を行う超音波画像診断装置では、表示装置の
表示領域をできるだけ広く使用して超音波画像を表示することが、正確な診断を行う上で
求められる。
【０００８】
　そのため、上記特許文献１に記載された超音波画像診断装置のように、設定されたパラ
メーターを、例えば、超音波画像が表示される表示装置の表示領域上に表示させる場合に
、超音波画像とは別の表示領域に表示させることは、超音波画像を小さく表示させること
となるため好ましくない。
【０００９】
　一方、超音波画像の表示領域を確保するために、超音波画像に重畳してパラメーターを
表示させることが考えられるが、診断対象部位の視認性がパラメーター表示により低下す
ることとなるため、超音波画像をリアルタイムに確認しながら診断を行う超音波画像診断
においては、好ましい状況ではない。
【００１０】
　また、一方、超音波画像の視認性を確保するために、パラメーターが設定された結果が
操作者に示されないと、超音波画像を取得するに際し、操作者による適切な調整を行わせ
ることができない。
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【００１１】
　本発明の課題は、設定したパラメーターの結果を容易に認識させつつ、超音波画像の視
認性の低下を抑制することのできる超音波画像診断装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　以上の課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、超音波画像診断装置において、
　操作者による入力操作を行うための操作入力部と、
　被検体に送信した超音波の反射波に基づいて超音波画像データを生成する画像処理部と
、
　前記画像処理部によって生成された前記超音波画像データに基づく超音波画像を表示す
る表示部と、
　前記操作入力部による操作に応じて前記画像処理部による前記超音波画像データの生成
に関する所定のパラメーターを設定し、該設定された前記パラメーターを示す情報の画像
を前記超音波画像に重畳して前記表示部に表示させるとともに、前記パラメーターが設定
されてから所定時間が経過したときに前記表示部に表示された前記パラメーターを示す情
報の画像を消去する制御部と、
　を備えたことを特徴とする。
【００１３】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の超音波画像診断装置において、
　前記制御部によって設定された前記パラメーターを記憶するパラメーター記憶部と、
　前記画像処理部によって生成された前記超音波画像データを記憶する画像データ記憶部
と、
　を備え、
　前記制御部は、前記画像処理部による超音波画像データの生成に関連して、前記パラメ
ーター記憶部に記憶された前記パラメーターを読み出し、該読み出した前記パラメーター
を示す情報の画像を表示するためのパラメーター画像データを、前記超音波画像データに
合成し、該合成した超音波画像データを前記画像データ記憶部に記憶することを特徴とす
る。
【００１４】
　請求項３に記載の発明は、請求項１に記載の超音波画像診断装置において、
　前記画像処理部によって生成された前記超音波画像データに基づいて用紙に超音波画像
を形成する画像形成装置と接続され、
　前記制御部によって設定された前記パラメーターを記憶するパラメーター記憶部を備え
、
　前記制御部は、前記画像処理部による超音波画像データの生成に関連して、前記パラメ
ーター記憶部に記憶された前記パラメーターを読み出し、該読み出した前記パラメーター
を示す情報の画像を表示するためのパラメーター画像データを、前記超音波画像データに
合成し、該合成した超音波画像データを前記画像形成装置に出力することを特徴とする。
【００１５】
　請求項４に記載の発明は、請求項１～３の何れか一項に記載の超音波診断画像装置にお
いて、
　前記制御部によって設定可能な前記パラメーターは複数種類あり、
　前記制御部は、前記表示部に表示させる複数種類の前記パラメーターを示す情報の画像
のうち、前記パラメーターが設定されてから所定時間が経過したときに消去するものを設
定可能としたことを特徴とする。
【００１６】
　請求項５に記載の発明は、請求項４に記載の超音波画像診断装置において、
　前記制御部は、所定時間が経過したときに消去するパラメーターとして複数種類のパラ
メーターが選択されたときは、当該選択された複数種類の前記パラメーターのうち、設定
が変更されたパラメーターを示す情報の画像のみを前記表示部に表示させることを特徴と
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する。
【００１７】
　請求項６に記載の発明は、請求項１～３の何れか一項に記載の超音波画像診断装置にお
いて、
　前記制御部によって設定可能な前記パラメーターは複数種類あり、
　前記制御部は、複数種類の前記パラメーターのうち、設定が変更されたパラメーターを
示す情報の画像のみを前記表示部に表示させることを特徴とする。
【００１８】
　請求項７に記載の発明は、請求項１～６の何れか一項に記載の超音波画像診断装置にお
いて、
　前記制御部は、前記パラメーターを示す情報の画像を前記表示部に表示してから当該パ
ラメーターを示す情報の画像を消去するまでの時間を変更可能としたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、設定したパラメーターの結果を容易に認識させつつ、超音波画像の視
認性の低下を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本実施の形態に係る医用画像管理システムのシステム構成図である。
【図２】超音波画像診断装置の機能的構成を示すブロック図である。
【図３】画像データ生成処理について説明するフローチャートである。
【図４】画像データ生成処理について説明するフローチャートである。
【図５】初期設定処理について説明するフローチャートである。
【図６】表示部に表示される表示画像について説明する図である。
【図７】表示部に表示される表示画像について説明する図である。
【図８】画像データのデータ構成について説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施の形態に係る医用画像管理システムについて、図面を参照して説明
する。ただし、発明の範囲は図示例に限定されない。なお、以下の説明において、同一の
機能及び構成を有するものについては、同一の符号を付し、その説明を省略する。
【００２２】
　医用画像管理システム１００は、図１に示すように、ＲＩＳ（Radiological Informati
on System：放射線情報システム）１０と、超音波画像診断装置２０と、ＰＡＣＳ（Pictu
re Archiving and Communication System）３０と、クライアント端末４０とを備えてい
る。
　上記の各装置は、ＬＡＮ（Local Area Network）等の通信ネットワークＮを介してデー
タ通信可能に接続されている。なお、この医用画像管理システム１００には、超音波画像
診断装置２０とは異なる種類のモダリティが接続されることがあり、例えば、ＣＴ（コン
ピュータ断層撮影装置）、ＭＲＩ（磁気共鳴診断装置）、ＣＲ（コンピュータ・ラジオグ
ラフィ）、ＤＲ（デジタルＸ線撮影装置）、ＸＡ（血管造影Ｘ線診断装置）、ＥＳ（内視
鏡装置）等である。
【００２３】
　ＲＩＳ１０は、医用画像管理システム１００内における診療予約、診断結果のレポート
、実績管理等の情報管理を行う。ＲＩＳ１０は、図示しない電子カルテシステム等におい
て生成された撮影オーダ情報を超音波画像診断装置２０に送信する。
【００２４】
　超音波画像診断装置２０は、ＲＩＳ１０から受信した撮影オーダ情報に従い、患者（以
下、被検体ということがある）の生体内部組織の状態を超音波画像にして表示出力する装
置である。すなわち、超音波画像診断装置２０は、生体等の被検体内に対して超音波（送
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信超音波）を送信するとともに、この被検体内で反射した超音波の反射波（反射超音波：
エコー）を受信する。超音波画像診断装置２０は、受信した反射超音波を電気信号に変換
し、これに基づいて超音波画像データを生成する。超音波画像診断装置２０は、生成した
超音波画像データに基づき、被検体内の内部状態を超音波画像として表示する。また、超
音波画像診断装置２０は、撮影オーダ情報に基づいて、生成した超音波画像データに関す
る付帯情報を生成する。超音波画像診断装置２０は、超音波画像データに当該付帯情報を
付帯して、ＤＩＣＯＭ（Digital Imaging and COmmunication in Medicine）規格に則っ
たＤＩＣＯＭ画像データからなる画像ファイルを生成し、ＰＡＣＳ３０に送信することが
できる。
【００２５】
　超音波画像診断装置２０は、図２に示すように、超音波画像診断装置本体２０ａと超音
波探触子２０ｂとを備えている。超音波探触子２０ｂは、上述したようにして送信超音波
を送信するとともに、反射超音波を受信する。超音波画像診断装置本体２０ａは、超音波
探触子２０ｂとケーブル２０ｃを介して接続され、超音波探触子２０ｂに電気信号の駆動
信号を送信することによって超音波探触子２０ｂに被検体内に対して送信超音波を送信さ
せる。また、超音波画像診断装置本体２０ａは、超音波探触子２０ｂにて受信した被検体
内からの反射超音波に応じて超音波探触子２０ｂで生成された電気信号である受信信号を
受信し、上述のようにして超音波画像データを生成する。
【００２６】
　超音波探触子２０ｂは、圧電素子からなる振動子（図示しない）を備えており、この振
動子は、例えば、方位方向（走査方向）に一次元アレイ状に複数配列されている。本実施
の形態では、例えば、１９２個の振動子を備えた超音波探触子２０ｂを用いている。なお
、振動子は、二次元アレイ状に配列されたものであってもよい。また、振動子の個数は、
任意に設定することができる。また、本実施の形態では、超音波探触子２０ｂについて、
リニア電子スキャンプローブを採用したが、電子走査方式あるいは機械走査方式の何れを
採用してもよく、また、リニア走査方式、セクタ走査方式あるいはコンベックス走査方式
の何れの方式を採用することもできる。また、内視鏡の先端部分に超音波探触子が設けら
れた超音波内視鏡（ＥＵＳ：Endoscopic UltraSonography）や、内視鏡の鉗子口から挿入
して被検体の内部から超音波の送受信を行うための細径超音波プローブ（ＵＭＰ：Ultras
onic Micro-Probe）等も、本実施の形態に適用することができる。
【００２７】
　超音波画像診断装置本体２０ａは、例えば、操作入力部２０１と、送信部２０２と、受
信部２０３と、画像生成部２０４と、画像メモリー部２０５と、ＤＳＣ（Digital Scan C
onverter）２０６と、表示部２０７と、制御部２０８と、記憶部２０９と、Ｉ／Ｆ（Inte
rFace）２１０と、通信部２１１とを備えて構成されている。
【００２８】
　操作入力部２０１は、例えば、診断開始を指示するコマンド、被検体の個人情報等のデ
ータ、及び、超音波画像を表示部２０７に表示するための各種パラメーターの入力などを
行うための各種スイッチ、ボタン、トラックボール、マウス、キーボード等を備えており
、操作信号を制御部２０８に出力する。
【００２９】
　送信部２０２は、制御部２０８の制御に従って、超音波探触子２０ｂにケーブル２０ｃ
を介して電気信号である駆動信号を供給して超音波探触子２０ｂに送信超音波を発生させ
る回路である。また、送信部２０２は、例えば、クロック発生回路、遅延回路、パルス発
生回路を備えている。クロック発生回路は、駆動信号の送信タイミングや送信周波数を決
定するクロック信号を発生させる回路である。遅延回路は、駆動信号の送信タイミングを
振動子毎に対応した個別経路毎に遅延時間を設定し、設定された遅延時間だけ駆動信号の
送信を遅延させて送信超音波によって構成される送信ビームの集束（送信ビームフォーミ
ング）を行うための回路である。パルス発生回路は、所定の周期で駆動信号としてのパル
ス信号を発生させるための回路である。上述のように構成された送信部２０２は、例えば
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、超音波探触子２０ｂに配列された複数（例えば、１９２個）の振動子のうちの連続する
一部（例えば、６４個）を駆動して送信超音波を発生させる。そして、送信部２０２は、
送信超音波を発生させる毎に駆動する振動子を方位方向にずらすことで走査（スキャン）
を行う。
【００３０】
　受信部２０３は、制御部２０８の制御に従って、超音波探触子２０ｂからケーブル２０
ｃを介して電気信号である受信信号を受信する回路である。受信部２０３は、例えば、増
幅器、Ａ／Ｄ変換回路、整相加算回路を備えている。増幅器は、受信信号を、振動子毎に
対応した個別経路毎に、予め設定された増幅率で増幅させるための回路である。Ａ／Ｄ変
換回路は、増幅された受信信号をアナログ－デジタル変換（Ａ／Ｄ変換）するための回路
である。整相加算回路は、Ａ／Ｄ変換された受信信号に対して、振動子毎に対応した個別
経路毎に遅延時間を与えて時相を整え、これらを加算（整相加算）して音線データを生成
するための回路である。すなわち、整相加算回路は、振動子毎の受信信号に対して受信ビ
ームフォーミングを行って音線データを生成する。
【００３１】
　画像生成部２０４は、受信部２０３からの音線データに対して包絡線検波処理や対数増
幅などを実施し、ダイナミックレンジやゲインの調整を行って輝度変換することにより、
Ｂモード画像データを生成する。すなわち、Ｂモード画像データは、受信信号の強さを輝
度によって表したものである。画像生成部２０４は、Ｂモード画像データの他、Ａモード
画像データ、Ｍモード画像データ及びドプラ法による画像データが生成できるものであっ
てもよい。
【００３２】
　画像メモリー部２０５は、例えば、ＤＲＡＭ（Dynamic Random Access Memory）などの
半導体メモリーによって構成されており、画像生成部２０４から送信されたＢモード画像
データをフレーム単位で記憶する。フレーム単位のＢモード画像データを超音波画像デー
タ、あるいは、フレーム画像データということがある。そして、画像メモリー部２０５に
記憶された超音波画像データは、制御部２０８の制御に従って、所定時間毎に１フレーム
分ずつＤＳＣ２０６に送信される。画像メモリー部２０５は、約１０秒分のフレーム画像
データを保持可能な大容量メモリーにより構成されており、例えば、ＦＩＦＯ（First-In
 First-Out）方式により、直近１０秒分の超音波画像データが保持される。
【００３３】
　ＤＳＣ２０６は、画像メモリー部２０５より受信した超音波画像データをテレビジョン
信号の走査方式による画像信号に変換し、表示部２０７に出力する。
【００３４】
　表示部２０７は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）、ＣＲＴ（Cathode-Ray Tube）デ
ィスプレイ、有機ＥＬ（Electronic Luminescence）ディスプレイ、無機ＥＬディスプレ
イ及びプラズマディスプレイ等の表示装置が適用可能である。表示部２０７は、ＤＳＣ２
０６から出力された画像信号に従って表示画面上に超音波画像の表示を行う。本実施の形
態では、表示部２０７として、白色もしくはフルカラーＬＥＤ（Light-Emitting Diode）
のバックライトを備えた１５インチのＬＣＤが適用されている。なお、ＬＥＤのバックラ
イトを備えたＬＣＤにおいて、例えば、超音波画像データを分析してＬＥＤの輝度を調整
するように構成されていてもよい。このとき、１画面を複数の領域に分割し、その領域毎
にＬＥＤの輝度調整を実施するようにしてもよい。また、画面全体でＬＥＤの輝度調整を
実施するようにしてもよい。また、表示部２０７に適用される画面サイズについては任意
のものを適用することができる。
【００３５】
　制御部２０８は、例えば、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only M
emory）、ＲＡＭ（Random Access Memory）２０８ａを備えて構成され、ＲＯＭに記憶さ
れているシステムプログラム等の各種処理プログラムを読み出してＲＡＭ２０８ａに展開
し、展開したプログラムに従って超音波画像診断装置２０の各部の動作を集中制御する。
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　ＲＯＭは、半導体等の不揮発メモリー等により構成され、超音波画像診断装置２０に対
応するシステムプログラム及び該システムプログラム上で実行可能な、例えば、後述する
、画像データ生成処理及び初期設定処理等を実行する各種処理プログラムや、ガンマテー
ブル等の各種データ等を記憶する。これらのプログラムは、コンピュータが読み取り可能
なプログラムコードの形態で格納され、ＣＰＵは、当該プログラムコードに従った動作を
逐次実行する。
　ＲＡＭ２０８ａは、ＣＰＵにより実行される各種プログラム及びこれらプログラムに係
るデータを一時的に記憶するワークエリアを形成する。ＲＡＭ２０８ａは、上述したよう
にして操作入力部２０１の入力によって設定された、超音波画像を表示部２０７に表示す
るための各種パラメーターを記憶する。ここで、設定可能なパラメーターとしては、ゲイ
ン値、表示部２０７に表示する被検体の深度を示す表示深度値、送信超音波の周波数、超
音波画像の平滑化の程度を示すフレームアベレージングレベル、フォーカス点の深度等で
ある。このように、ＲＡＭ２０８ａは、パラメーター記憶部として機能する。
【００３６】
　記憶部２０９は、例えば、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）等の大容量記録媒体によって構
成されており、上述したようにして生成された超音波画像データを保存することができる
。ここで、記憶部２０９は、超音波画像データとして、１フレーム分の静止画の画像デー
タと、数フレーム分の画像データを動画表示可能に生成された動画データとを保存するこ
とができる。なお、上述したＨＤＤの他、ＣＤ－Ｒ（Compact Disk-Recordable）等の可
搬型記録媒体と、これにデータを記録するためのＣＤ－Ｒドライブ等のデータ読出書込装
置を備え、これらにより記憶部２０９を構成するようにしてもよい。また、記憶部２０９
は、上述のようにして生成されたＤＩＣＯＭ画像データからなる画像ファイルを保存でき
るようにしてもよい。
【００３７】
　Ｉ／Ｆ２１０は、周辺装置であるプリンターＰＲとの間でデータの入出力を行う。Ｉ／
Ｆ２１０は、制御部２０８から送信された超音波画像データをプリンターＰＲに出力する
。
【００３８】
　通信部２１１は、ＬＡＮアダプター、ルーター、ＴＡ（Terminal Adapter）等を備え、
通信ネットワークＮを介して接続されたＲＩＳ１０、ＰＡＣＳ３０及びクライアント端末
４０等の外部機器との間でデータの送受信を行う。
【００３９】
　ＰＡＣＳ３０は、図１に示すように、超音波画像診断装置２０において生成された画像
ファイル等を保存管理し、検索やデータ解析を行うデータベースシステムである。ＰＡＣ
Ｓ３０は、超音波画像診断装置２０から受信した画像ファイルに含まれる付帯情報に基づ
いて当該画像ファイルを、例えば、リレーショナルデータベースに蓄積記憶していく。そ
して、ＰＡＣＳ３０は、読影医等の操作指示に応じて指定された患者ＩＤや検査ＩＤ等を
検索キーとして画像ファイルを検索し、画像ビューワーやイメージャーに出力する。ＰＡ
ＣＳ３０は、患者ＩＤや検査ＩＤ等の検索キーを含む画像ファイルデータ取得要求を外部
機器から受信すると、この取得要求に応じた画像ファイルを検索して当該外部機器に送信
する。なお、本実施の形態において、付帯情報にボディマークＩＤを付与し、このボディ
マークＩＤを検索キーとして画像ファイルが検索可能とされていてもよい。これにより、
読影医等による画像ファイルの選択を容易ならしめることができる。
【００４０】
　次に、以上のようにして構成された医用画像管理システム１００における超音波画像診
断装置２０の制御部２０８にて実行される画像データ生成処理について図３及び図４を参
照しながら説明する。この画像データ生成処理は、超音波画像診断装置２０による１検査
の実施に応じて実行される処理である。例えば、画像データ生成処理は、医師や技師等の
操作者による所定の検査実施操作に応じて実行される。
【００４１】
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　先ず、制御部２０８は、ＲＩＳ１０から撮影オーダ情報が入力され、操作入力部２０１
によって患者の個人情報が入力されると（ステップＳ１０１）、スキャン動作を開始する
（ステップＳ１０２）。すなわち、制御部２０８は、送信部２０２及び受信部２０３によ
って超音波の送受信を行い、画像生成部２０４によって超音波画像データを生成する。そ
して、制御部２０８は、生成された超音波画像データを１フレーム毎に画像メモリー部２
０５に記憶する。そして、制御部２０８は、画像メモリー部２０５に記憶された超音波画
像データに基づいて表示部２０７に超音波画像を表示する。制御部２０８は、以上の動作
を、以降の処理においても並行して繰り返し実行する。
【００４２】
　次に、制御部２０８は、操作入力部２０１によって上述した各種パラメーターの設定の
変更操作が行われたか否かを判定する（ステップＳ１０３）。
【００４３】
　制御部２０８は、パラメーターの設定変更操作が行われたと判定したときは（ステップ
Ｓ１０３：Ｙ）、操作入力部２０１の入力に応じたパラメーターの設定変更を実施する（
ステップＳ１０４）。制御部２０８は、設定変更後のパラメーターをＲＡＭ２０８ａに記
憶する。
【００４４】
　制御部２０８は、ＲＡＭ２０８ａに記憶されているパラメーターを読み出し、読み出し
たパラメーターに基づいて、表示部２０７の表示領域における所定位置にパラメーターを
示す情報の表示を行う（ステップＳ１０５）。より具体的には、制御部２０８は、表示部
２０７の表示領域に表示された、図６に示されるような表示画像Ｓ１における超音波画像
Ｕの右上部分に、当該超音波画像Ｕに重畳して設定変更後のパラメーターを示す情報の画
像であるパラメーター画像Ｐを表示する。なお、本実施の形態では、パラメーター画像Ｐ
として表示する対象のパラメーターを予め定められたものとしたが、パラメーターが変更
されたもののみパラメーター画像として表示するように構成してもよい。
【００４５】
　次に、制御部２０８は、パラメーター画像Ｐを表示部２０７に継続表示させておく時間
であるパラメーター表示時間をセットした後（ステップＳ１０６）、ステップＳ１０９の
処理を実行する。このパラメーター表示時間は、後述するように、操作者によって予め設
定することができる。
【００４６】
　また、制御部２０８は、ステップＳ１０３において、パラメーターの設定変更操作が行
われたと判定しないときは（ステップＳ１０３：Ｎ）、スキャン動作を終了させるか否か
を判定する（ステップＳ１０７）。すなわち、制御部２０８は、１検査を終了するための
操作入力部２０１による終了操作を受け付けたか否かを判定する。なお、終了操作を受け
付けたか否かについては、所定の検査終了操作の他、他の患者情報を読み込んだときであ
ってもよい。
【００４７】
　制御部２０８は、スキャン動作を終了すると判定しないときは（ステップＳ１０７：Ｎ
）、操作入力部２０１によるフリーズ操作があったか否かを判定する（ステップＳ１０８
）。すなわち、制御部２０８は、表示部２０７に動画表示されている超音波画像を静止画
像に切り替えるための操作が行われたか否かを判定する。
【００４８】
　制御部２０８は、フリーズ操作があったと判定しないときは（ステップＳ１０８：Ｎ）
、ステップＳ１０９の処理を実行する。
　制御部２０８は、ステップＳ１０９において、パラメーター画像Ｐが表示部２０７に表
示中であるか否かを判定する（ステップＳ１０９）。制御部２０８は、パラメーター画像
Ｐが表示部２０７に表示中であると判定したときは（ステップＳ１０９：Ｙ）、ステップ
Ｓ１０６においてセットされたパラメーター表示時間が経過したか否かを判定する（ステ
ップＳ１１０）。一方、制御部２０８は、パラメーター画像Ｐが表示部２０７に表示中で
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あると判定しないときは（ステップＳ１０９：Ｎ）、ステップＳ１０３の処理を実行する
。
【００４９】
　制御部２０８は、ステップＳ１１０において、パラメーター表示時間が経過したと判定
したときは（ステップＳ１１０：Ｙ）、表示部２０７に表示されているパラメーター画像
Ｐを消去した後（ステップＳ１１１）、ステップＳ１０３の処理を実行する。より具体的
には、制御部２０８は、表示部２０７に表示された、図６に示されるような表示画像Ｓ１
におけるパラメーター画像Ｐを消去し、図７に示されるような表示画像Ｓ２を表示部２０
７に表示する。なお、パラメーター画像Ｐが消去された後において、操作入力部２０１に
よりパラメーター画像Ｐの再表示操作が行われたときに、再度パラメーター画像Ｐを表示
部２０７に表示させるように構成してもよい。また、パラメーター画像Ｐの表示中におい
て、操作入力部２０１によりパラメーター画像Ｐを消去可能に構成してもよい。一方、制
御部２０８は、ステップＳ１１０において、パラメーター表示時間が経過したと判定しな
いときは（ステップＳ１１０：Ｎ）、ステップＳ１１１の処理を実行することなくステッ
プＳ１０３の処理を実行する。
【００５０】
　また、制御部２０８は、ステップＳ１０８において、フリーズ操作があったと判定した
ときは（ステップＳ１０８：Ｙ）、フリーズ操作を受け付けたときにおいて表示部２０７
に表示されている超音波画像を固定表示する画像フリーズ制御を行う（ステップＳ１１２
）。なお、本実施の形態では、画像フリーズ制御においてスキャン動作を停止するように
したが、表示画面上における超音波画像を固定表示する一方で、スキャン動作を並行して
実施するようにしてもよい。
【００５１】
　次に、制御部２０８は、操作入力部２０１によるボディマークの選択入力を受け付ける
（ステップＳ１１３）。このとき、例えば、制御部２０８は、表示部２０７の所定表示領
域にボディマークリストを表示して、操作者によるボディマークの選択入力ができるよう
にする。このようにして、制御部２０８は、操作入力部２０１による入力検査部位の入力
を受け付ける。ボディマークは、超音波画像と合成されて視覚的に検査部位を特定するた
めのものである。なお、ボディマークは、図形の他、文字・記号等であってもよく、読影
者によって何れの検査部位であるか視認できる態様であれば何れの態様であってもよい。
また、ボディマークとともに、又は、ボディマークに代えて、操作入力部２０１等によっ
て入力されたコメントを画像化して超音波画像に合成するようにしてもよい。また、ボデ
ィマークは、検査部位の他、超音波画像データを取得したときにおける超音波探触子の向
きや、超音波画像データを取得した位置を特定できるものであってもよい。
【００５２】
　制御部２０８は、以上のようにしてボディマークの選択入力を受け付けると、選択され
たボディマークに対応する画像を、固定表示されている超音波画像に重畳して表示する（
ステップＳ１１４）。具体的には、制御部２０８は、図８に示されるように、超音波画像
データＵＤの右下の領域に重畳されるようにボディマーク画像データＢＤを超音波画像デ
ータＵＤに合成して画像データＭを生成する。制御部２０８は、このようにして生成され
た画像データＭに基づいて超音波画像を表示部２０７の超音波画像表示領域Ａに表示する
。なお、本実施の形態において、ボディマーク画像データの超音波画像データへの合成を
行わないようにしてもよい。
【００５３】
　次に、制御部２０８は、図４に示すように、操作入力部２０１による画像保存操作があ
ったか否かを判定する（ステップＳ１１５）。すなわち、制御部２０８は、表示部２０７
に固定表示された超音波画像の画像データを記憶部２０９に保存するための操作が受け付
けられたか否かを判定する。
【００５４】
　制御部２０８は、画像保存操作があったと判定したときは（ステップＳ１１５：Ｙ）、
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ＲＡＭ２０８ａからパラメーターを読み出し、読み出したパラメーターに基づいて、パラ
メーターの情報を示す画像の画像データを、固定表示されている超音波画像の画像データ
に合成する（ステップＳ１１６）。具体的には、制御部２０８は、図８に示されるように
、超音波画像データＵＤの右上の領域に重畳されるようにパラメーター画像データＰＤを
配置して画像データＭを生成する。なお、このとき、上述したボディマーク画像データＢ
Ｄも超音波画像データＵＤの右下の領域に重畳して配置されている。画像データのファイ
ル形式は、例えば、ビットマップ形式が適用されるが、その他のファイル形式を適用して
もよい。なお、ステップＳ１０６においてセットされたパラメーター表示時間が経過して
いない場合は、既にパラメーター画像データＰＤが超音波画像データＵＤに合成されてい
る状態であるため、上述した処理を省略するようにしてもよい。すなわち、本実施の形態
では、少なくとも、パラメーター画像が表示部２０７の表示領域に表示されていない場合
であって、画像データを保存する場合に、パラメーター画像データＰＤを超音波画像デー
タＵＤに重畳されるように合成して画像データＭが生成されるように構成されていればよ
い。
【００５５】
　制御部２０８は、以上のようにして生成された画像データを記憶部２０９に保存する（
ステップＳ１１７）。そして、制御部２０８は、表示部２０７に表示されているボディマ
ークの表示を終了する（ステップＳ１１８）。その後、制御部２０８は、表示部２０７に
おける表示を、固定表示から動画表示に切り替えるフリーズ解除制御を行い（ステップＳ
１１９）、ステップＳ１０２の処理を実行する。
【００５６】
　また、制御部２０８は、ステップＳ１１５において、画像保存操作があったと判定しな
いときは（ステップＳ１１５：Ｎ）、操作入力部２０１による動画保存操作があったか否
かを判定する（ステップＳ１２０）。すなわち、制御部２０８は、フリーズ操作が行われ
たとき以前の直近１０秒間における超音波画像により動画表示するための動画データを記
憶部２０９に保存するための操作が受け付けられたか否かを判定する。
【００５７】
　制御部２０８は、動画保存操作があったと判定したときは（ステップＳ１２０：Ｙ）、
ＲＡＭ２０８ａからパラメーターを読み出し、読み出したパラメーターに基づいて、パラ
メーター画像データを生成し、動画データの作成に用いられる超音波画像データのそれぞ
れに合成する（ステップＳ１２１）。すなわち、制御部２０８は、最初に、フリーズ操作
が受け付けられたときから１０秒前までに生成された各超音波画像データを画像メモリー
部２０５から読み出す。そして、制御部２０８は、読み出した各超音波画像データに対し
、それぞれパラメーター画像データを合成する。
【００５８】
　制御部２０８は、パラメーター画像データが合成された各超音波画像データに基づいて
動画データを生成する（ステップＳ１２２）。具体的には、制御部２０８は、上述のよう
にしてパラメーター画像データが合成された各超音波画像データを、動画として視認し得
るように所定の圧縮形式による動画データを生成する。動画データの圧縮形式は、例えば
、ＡＶＩ（Audio-Video Interleaved format）やＭＰＥＧ２（Moving Picture Experts G
roup 2）等である。
【００５９】
　制御部２０８は、上述のようにして生成された動画データを記憶部２０９に保存した後
（ステップＳ１２３）、ステップＳ１１８の処理を実行する。
【００６０】
　また、制御部は、ステップＳ１２０において、動画保存操作があったと判定しないとき
は（ステップＳ１２０：Ｎ）、操作入力部２０１によるプリントアウト操作があったか否
かを判定する（ステップＳ１２４）。すなわち、制御部２０８は、表示部２０７に固定表
示されたボディマーク画像が合成された超音波画像の画像データをプリンターＰＲによっ
て印刷出力するための操作が受け付けられたか否かを判定する。
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【００６１】
　制御部２０８は、プリントアウト操作があったと判定したときは（ステップＳ１２４：
Ｙ）、上述したステップＳ１１６の処理と同様に、ＲＡＭ２０８ａからパラメーターを読
み出し、読み出したパラメーターに基づいて、パラメーター画像データを生成し、固定表
示されている超音波画像の画像データに合成する（ステップＳ１２５）。
【００６２】
　制御部２０８は、以上のようにして生成された画像データをＩ／Ｆ２１０を介してプリ
ンターＰＲに出力した後（ステップＳ１２６）、ステップＳ１１８の処理を実行する。プ
リンターＰＲは、超音波画像診断装置本体２０ａから画像データを受信すると、受信した
画像データに基づいて、用紙に超音波画像を形成する。
【００６３】
　一方、制御部２０８は、ステップＳ１２４において、プリントアウト操作があったと判
定しないとき、すなわち、キャンセル操作があったときは（ステップＳ１２４：Ｎ）、ス
テップＳ１１８の処理を実行する。
【００６４】
　制御部２０８は、以上のようにして画像データ及び動画データの保存、ならびに、プリ
ントアウトが行われた後、図３に示すように、ステップＳ１０７において、スキャン動作
を終了すると判定すると（ステップＳ１０７：Ｙ）、この処理を終了する。
【００６５】
　次に、超音波画像診断装置２０の制御部２０８にて実行される初期設定処理について図
５を参照しながら説明する。この初期設定処理は、例えば、操作者の初期設定操作に応じ
て実行される処理である。
【００６６】
　先ず、制御部２０８は、パラメーター表示時間の設定の変更を行うか否かを判定する（
ステップＳ２０１）。具体的には、制御部２０８は、操作者が操作入力部２０１にてパラ
メーター表示時間を変更するための所定の入力が行われることにより、パラメーター表示
時間の設定の変更を行うか否かを判定する。これにより、制御部２０８は、例えば、表示
部２０７に、パラメーター表示時間の変更を受け付ける画像を表示し、操作入力部２０１
におけるテンキー等の入力によりパラメーター表示時間の変更が可能であることを案内す
る。
【００６７】
　制御部２０８は、パラメーター表示時間の設定の変更を行うと判定したときは（ステッ
プＳ２０１：Ｙ）、ＲＡＭ２０８ａの所定の記憶領域に記憶されているパラメーター表示
時間を、操作入力部２０１によって入力された時間に変更する（ステップＳ２０２）。一
方、パラメーター表示時間の設定の変更を行うと判定しないときは（ステップＳ２０１：
Ｎ）、ステップＳ２０２の処理を実行することなく、ステップＳ２０３の処理を実行する
。
【００６８】
　制御部２０８は、ステップＳ２０３において、パラメーター表示設定の変更を行うか否
かを判定する（ステップＳ２０３）。具体的には、制御部２０８は、操作者が操作入力部
２０１にてパラメーター表示の設定を変更するための所定の入力が行われることにより、
パラメーター表示の設定の変更を行うか否かを判定する。これにより、制御部２０８は、
例えば、表示部２０７に、上述のパラメーター表示時間が経過したときに表示中のパラメ
ーターを消去する対象であるパラメーターのリストを表示する。
【００６９】
　制御部２０８は、パラメーター表示設定の変更を行うと判定したときは（ステップＳ２
０３：Ｙ）、ＲＡＭ２０８ａの所定の記憶領域に記憶されているパラメーターＯＮ／ＯＦ
Ｆ表示設定を、操作入力部２０１の入力によって指定されたものに変更する（ステップＳ
２０４）。これにより、例えば、制御部２０８は、パラメーターＯＮに設定されたパラメ
ーターのパラメーター画像については、表示部２０７に常時表示されるようにする。すな
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わち、制御部２０８は、パラメーター表示時間が経過してもパラメーター画像の消去を行
わない。一方、制御部２０８は、パラメーターＯＦＦに設定されたパラメーターのパラメ
ーター画像については、上述したように、パラメーター表示時間が経過したときにパラメ
ーター画像を消去するように制御する。
　このように、本実施の形態によれば、パラメーターのＯＮ／ＯＦＦ表示設定をパラメー
ター毎に行うことで、パラメーター表示時間が経過したときに表示を消去するパラメータ
ー画像を選択することができる。
【００７０】
　一方、制御部２０８は、パラメーター表示設定の変更を行うと判定しないときは（ステ
ップＳ２０３：Ｎ）、ステップＳ２０４の処理を実行することなく、この処理を終了する
。
【００７１】
　次に、本実施の形態の表示部２０７にて表示される表示画像の一例について図６及び図
７を参照しながら説明する。
【００７２】
　上述したように、操作者によってパラメーターの設定変更が行われると、例えば、図６
に示すような表示画像Ｓ１が表示部２０７の表示領域上に表示される。
　表示画像Ｓ１の上端部には、患者の個人情報が表示された基本情報表示領域Ｉが配置さ
れている。
　また、表示画像Ｓ１の右側部分には、上述したようにして作成済みの画像データ及び動
画データがリスト表示されたサムネイル表示領域Ｔが配置されている。具体的には、制御
部２０８は、作成済みの画像データ及び動画データに応じたサムネイルデータを作成し、
当該サムネイルデータに基づくサムネイルの画像を、サムネイル表示領域Ｔに整列して表
示させる。なお、１画面中に全てのサムネイルを表示できないような場合には、例えば、
スクロール表示により、全てのサムネイルを表示可能としている。
　また、表示画像Ｓ１の下端部には、ソフトキーやファンクションキーの機能の説明が表
示されたキー機能表示領域Ｆが配置されている。キー機能表示領域Ｆに表示される各キー
は、制御状態に応じて機能が変化するため、これに応じて機能の説明の表示も変更される
。
【００７３】
　また、表示画像Ｓ１の中央には、上述したようにして生成された超音波画像データに基
づく超音波画像Ｕを表示するための画像表示領域Ａが配置されている。
　超音波画像Ｕの右上部には、設定変更後のパラメーターの情報を示すパラメーター画像
Ｐが、超音波画像Ｕに重畳して表示されている。パラメーター画像Ｐには、例えば、上述
したゲイン値（ＧＮ）、表示深度値（ＤＰ）、送信超音波の周波数（ＦＱ）及びフレーム
アベレージングレベル（ＦＡ）の各値を示す情報等が表されている。
　また、超音波画像Ｕの左側部には、被検体の表示深度をゲージにて表すとともに、フォ
ーカス深度を示すゲージ画像Ｇが、超音波画像Ｕに重畳して表示されている。
【００７４】
　上述のようにして表示部２０７の表示領域上に表示画像Ｓ１が表示された後、パラメー
ター表示時間が経過すると、例えば、表示部２０７の表示領域上に表示された画像は、図
７に示すような表示画像Ｓ２となる。すなわち、超音波画像Ｕの右上部に表示されていた
パラメーター画像Ｐが消去され、超音波画像Ｕの視認性を向上させるようにしている。な
お、本実施の形態では、超音波画像Ｕの左側部に表示されたゲージ画像Ｇについては消去
せずに表示させたままとしているが、パラメーター画像Ｐの消去とともに、ゲージ画像Ｇ
も消去させるようにしてもよい。
【００７５】
　このように、本実施の形態では、パラメーターの設定変更が行われたときに、設定変更
後のパラメーターを表すパラメーター画像Ｐを超音波画像Ｕに重畳して表示部２０７に表
示するので、超音波画像を一定の大きさに確保することができるとともに、設定が変更さ
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れたパラメーターの内容を容易に確認することができる。そして、パラメーターの設定変
更が行われてから所定時間が経過したときに、表示部２０７に表示されたパラメーター画
像Ｐを消去するようにしたので、リアルタイムで超音波画像Ｕによる診断が行われる超音
波画像診断装置２０において、パラメーター画像Ｐが必要以上に表示されることによる超
音波画像Ｕの視認性の低下を抑制することができる。本実施の形態は、特に、表示部の画
面サイズが小さく、超音波画像の表示領域を一定の大きさ以上に確保するために、パラメ
ーター画像を超音波画像とは別途の表示領域に表示することが困難であるような超音波画
像診断装置に適用するのが好適である。
【００７６】
　次に、制御部２０８によって作成される画像データの一例について図８を参照しながら
説明する。
【００７７】
　制御部２０８は、上述のようにして、ボディマーク画像データＢＤとパラメーター画像
データＰＤを超音波画像データＵＤに重畳されるように合成して画像データＭを作成し、
記憶部２０９に記憶する。なお、超音波画像データＵＤの左側部にはゲージ画像データＧ
Ｄが超音波画像データＵＤに重畳されるように合成されている。
【００７８】
　このように、本実施の形態では、画像データＭを保存するときに、パラメーター画像デ
ータＰＤを超音波画像データＵＤに重畳されるように合成するので、検査を終了した後に
超音波画像を確認するときに、設定したパラメーターを同時に確認することができる。本
実施の形態は、特に、表示部の画面サイズが小さく、超音波画像をできるだけ大きく表示
させたい場合に好適である。また、パラメーターを画像データ化して超音波画像データに
合成するので、ＰＡＣＳ３０やクライアント端末４０等の他の装置で超音波画像を確認す
る場合においても、パラメーターを表示させるための特別な制御を必要としないので、汎
用性に優れた画像データを生成することができる。
【００７９】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、画像生成部２０４は、被検体に送信した
超音波の反射波に基づいて超音波画像データＵＤを生成する。表示部２０７は、画像生成
部２０５によって生成された超音波画像データＵＤに基づく超音波画像Ｕを表示する。制
御部２０８は、操作入力部２０１による操作に応じて画像生成部２０４による超音波画像
データＵＤの生成に関する所定のパラメーターを設定する。制御部２０８は、設定された
パラメーター画像Ｐを超音波画像Ｕに重畳して表示部２０７に表示させるとともに、パラ
メーターが設定されてから所定時間が経過したときに表示部２０７に表示されたパラメー
ター画像Ｐを消去する。その結果、超音波画像を一定の大きさに確保することができると
ともに、設定が変更されたパラメーターの内容を容易に確認することができる。また、パ
ラメーターの画像が必要以上に表示されることによる超音波画像の視認性の低下を抑制す
ることができる。すなわち、設定したパラメーターの結果を容易に認識させつつ、超音波
画像の視認性の低下を抑制することができる。
【００８０】
　また、本実施の形態によれば、ＲＡＭ２０８ａは、制御部２０８によって設定されたパ
ラメーターを記憶する。記憶部２０９は、画像生成部２０４によって生成された超音波画
像データＵＤを記憶する。制御部２０８は、画像生成部２０４による超音波画像データＵ
Ｄの生成に関連して、ＲＡＭ２０８ａに記憶されたパラメーターを読み出す。制御部２０
８は、読み出したパラメーター画像Ｐを表示するためのパラメーター画像データＰＤを、
超音波画像データＵＤに合成する。制御部２０８は、合成した超音波画像データＵＤを記
憶部２０９に記憶する。その結果、検査を終了した後に超音波画像を確認するときに、設
定したパラメーターを同時に確認することができる。また、他の装置で超音波画像を確認
する場合においても、パラメーターを表示させるための特別な制御を必要としないので、
汎用性に優れた画像データを生成することができる。
【００８１】
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　また、本実施の形態によれば、ＲＡＭ２０８ａは、制御部２０８によって設定されたパ
ラメーターを記憶する。制御部２０８は、画像生成部２０４による超音波画像データＵＤ
の生成に関連して、ＲＡＭ２０８ａに記憶されたパラメーターを読み出す。制御部２０８
は、読み出したパラメーターを示す情報の画像を表示するためのパラメーター画像データ
ＰＤを、超音波画像データＵＤ合成する。制御部２０８は、合成した超音波画像データＵ
ＤをプリンターＰＲに出力する。その結果、超音波画像を用紙等に形成して確認するとき
に、設定したパラメーターを同時に確認することができる。また、本実施の形態によれば
、特に、超音波画像を形成する用紙サイズが小さく、超音波画像をできるだけ大きく表示
させたい場合に好適である。
【００８２】
　また、本実施の形態によれば、制御部２０８は、表示部２０７に表示させる複数種類の
パラメーター画像Ｐのうち、パラメーターが設定されてから所定時間が経過したときに消
去するものを選択する。その結果、操作者の好みに応じて、表示を維持あるいは消去させ
るパラメーターを選択することができるので、利便性が向上する。
【００８３】
　また、本実施の形態によれば、制御部２０８は、所定時間が経過したときに消去するパ
ラメーターとして複数種類のパラメーターが選択されたときは、当該選択された複数種類
のパラメーターのうち、設定が変更されたパラメーターのパラメーター画像Ｐのみを表示
部２０７に表示させる。その結果、操作者に変更が行われたパラメーターのみを確認する
ことができるので、変更されないパラメーターが表示されることによる煩わしさがなく、
利便性が向上する。
【００８４】
　また、本実施の形態によれば、制御部２０８は、パラメーター画像Ｐを表示部２０７に
表示してからパラメーター画像Ｐを消去するまでの時間を変更する。その結果、操作者に
応じてパラメーターを表示させる時間を設定することができるので、利便性が向上する。
【００８５】
　なお、本発明の実施の形態における記述は、本発明に係る医用画像管理システムの一例
であり、これに限定されるものではない。医用画像管理システムを構成する各機能部の細
部構成及び細部動作に関しても適宜変更可能である。
【００８６】
　また、本実施の形態では、超音波画像診断装置を医用画像管理システム上に構成したが
、超音波画像診断装置がネットワーク接続されない構成であってもよい。
【００８７】
　また、本実施の形態では、フリーズ操作があったときにボディマークの選択操作を受け
付け、その後に、保存操作を受け付けてから画像データ及び動画データ等を作成するよう
にしたが、フリーズ操作の後、保存操作を受け付けてから、ボディマークの選択操作を受
け付けるようにし、その後、画像データ等を作成するようにしてもよい。
【００８８】
　また、本実施の形態では、動画データをフリーズ操作を受け付けてから１０秒前までの
超音波画像データに基づいて作成したが、フリーズ操作を受け付けた後に生成された超音
波画像データを含めて動画データを作成するようにしてもよい。例えば、フリーズ操作を
受け付けたタイミングの前後１０秒間における動画データを作成する。
【００８９】
　また、本実施の形態では、画像データの他、動画データを生成して記憶部に保存可能に
構成するものとしたが、画像データのみ保存可能に構成してもよい。また、画像データ及
び動画データの保存を行わないものであってもよい。
　また、本実施の形態では、超音波画像の画像データをプリンターによって印刷出力可能
に構成したが、印刷出力を行わないものであってもよい。
【００９０】
　また、本実施の形態では、パラメーターの設定変更を行ってから所定のパラメーター表
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パラメーターを設定可能としたが、消去するパラメーターの設定を行わないものであって
もよい。
【００９１】
　また、本実施の形態では、パラメーターを表示してから消去するまでのパラメーター表
示時間を設定変更可能としたが、パラメーター表示時間の設定変更を行わないものとして
もよい。
【００９２】
　また、本実施の形態では、本発明に係るプログラムのコンピュータ読み取り可能な媒体
としてハードディスクや半導体の不揮発性メモリー等を使用した例を開示したが、この例
に限定されない。その他のコンピュータ読み取り可能な媒体として、ＣＤ－ＲＯＭ等の可
搬型記録媒体を適用することが可能である。また、本発明に係るプログラムのデータを通
信回線を介して提供する媒体として、キャリアウェーブ（搬送波）も適用される。
【符号の説明】
【００９３】
２０　超音波診断装置
２０１　操作入力部
２０４　画像生成部（画像処理部）
２０７　表示部
２０８　制御部
２０８ａ　ＲＡＭ（パラメーター記憶部）
２０９　記憶部（画像データ記憶部）
ＰＲ　プリンター

【図１】 【図２】
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